
   ジャングルジムのなぞ 

古戯都十全 

 

ぼくはジャングルジムのおうさまだ 

ぼくはいちにちになんどもジャングルジムにのぼり 

なんどもジャングルジムをせいはする 

ジャングルジムにのぼってくるほかのものたちをけおとし 

ジャングルジムをわがものにする 

 

ぼくはジャングルジムのてっぺんから 

しゅういのちじょうをみわたす 

ジャングルジムのてっぺんからは 

かぜにふきながされるこうえんのすなだけがみえる 

ふきすさぶすなにのみこまれないように 

ぼくはジャングルジムをけんごにする 

 

ぼくはジャングルジムのしはいしゃだ 



しかくいパイプのわくからわくへ 

へびのようにじゅうおうむじんにはいまわる 

ちじょうからのせんべつのまなざしにたいして 

ぼくはジャングルジムをだきしめて 

ジャングルジムといったいかしてみせる 

 

ジャングルジムはぼくのともだちだ 

ぼくはじゃんぐるじむのなかにはいるといつも 

あたたかくつつまれているきぶんになる 

パイプにあたまをぶつけても 

じゃんぐるじむはおこったりしない 

ジャングルジムはぼくがはなしかけると 

いつもだまってきいてくれる 

 

ジャングルジムはぼくをすなからまもっている 

かぜがつよくふいたり 

ちじょうのものたちがすなをなげつけてきても 



ジャングルジムはかたいパイプですなをはじきかえす 

パイプのわくのなかでみをかたくするぼくを 

ジャングルジムはだまってみまもってくれる 

 

ジャングルジムはぼくをつよくする 

からだぜんたいをつかって 

まいにちジャングルジムのなかをうごきまわることで 

ぼくのうでやあしこしがきたえられる 

ちじょうからのこころないことばも 

ジャングルジムになやみをきいてもらっているぼくにとっては 

すなのようにかぜにながれていくものでしかない 

 

あるとき、ぼくはとおりすがりのおじさんに、 

きみはこのジャングルジムをしょゆうしているのかい、ときかれた 

ぼくは、このジャングルジムをしょゆうしている、とこたえた 

きみはこのジャングルジムのおうさまかい、ときかれた 

ぼくはこのジャングルジムのおうさまだ、とこたえた 



じゃあ、このジャングルジムにとってきみはなんだろう、ときかれた 

このジャングルジムにとってぼくはともだちだ、とこたえた 

ちょくせつこのジャングルジムにきいたのかい、ときかれた 

ぼくはなにもこたえなかった 

ともだちなのにこのジャングルジムをしょゆうしているのかい、ときかれた 

ぼくはなにもこたえなかった 

 

とおりすがりのおじさんがさったあとで 

ぼくはジャングルジムにきいた 

きみはぼくのともだちかい？ 

ぼくはきみをしょゆうしているのかい？ 

ぼくはきみのおうさまかい？ 

きみにとってぼくはなんだい？ 

 

ジャングルジムはだまったままだった 

ぼくはジャングルジムのなんなんだ？ 

ぼくはあたまのなかがまっしろになった 



 

ぼくはきっと、ジャングルジムのジャングルジムだ 

 


